ご要望が多いため、追加開催いたします。


一般社団法人千葉県産業資源循環協会　安全衛生推進委員会


労働安全衛生法が改正され、2019年2月1日からフルハーネス型墜落制止用器具（安全帯）の使用が義務化されました。　
墜落の危険性がある作業のうち、特に危険性の高い業務（※高さが２メートル以上の箇所であって、幅４０㎝以上の作業床を設けることが困難なところにおいて、フルハーネス型を用いて行う業務）を行う労働者は、特別教育（学科４時間３０分・実技１時間３０分）を受けなければなりません。以下の日程で講習会を実施いたしますのでご参加ください。
開催日/2019年　８月２７日(火) 
受付開始9：00　 講習会9：20～16：50予定
会　場：千葉商工会議所　１４階　第１ホール
費　用：一般 10,000円（テキスト・修了証代・消費税込み）

　　　　但し、協会員は 6,000円
さらに、千葉県産業廃棄物処理業協同組合員の方は「研修等参加助成事業」の

対象となり、1/2（3,000円）が助成されます。（1企業：上限年間4万円以内）
　　  持ち物：フルハーネス型墜落制止用器具（旧呼称：安全帯）
（普段使用しているもの、ダブル・シングルランヤードどちらでも可）
　　  募　集：48名（先着順）　1企業何名様でもお申し込みいただけます。

（裏面申込書にてお申し込みください。定員になり次第締め切ります。）
 　
事業者が特別教育を行うことができます


「フルハーネス型墜落制止用器具特別教育」を受けた方は、講師として事業所の労働者に対して


厚生労働大臣が定めた科目と時間の特別教育を行うことができます。日頃から経験のある方が、


中災防が講師を派遣して行う１日講習(本講習会)を受けることにより、指導者（講師）として養成されることになります。　なお、事業者が特別教育を行ったときは、記録を作成しておく必要があります。


（受講者や科目などについて記録を作成し、３年間保存しなければなりません。）











フルハーネス型墜落制止用器具


特別教育講習会のご案内








